
秋風が吹く頃となりましたが、いかがお過ごしでしょうか。 

段々と過ごしやすい季節となり、地域の行事や取り組みも活発になってくることかと思います。 

新たに始まった活動などを本紙でお届けし、少しでも地域活動のお役に立てることを願います。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひがしやま petit 

発行 令和 5 年 10 月 

放課後等デイサービスとは、児童福祉法に基づく福祉サービスです。

学校に就学している障がい児（6歳～18歳）が、授業の終了後や休

みの日に施設へ通い、生活能力向上のために必要な訓練を受けたり、

社会との交流促進を図ったりしています。内容は、お絵描き、カー

ドゲーム、ブロック遊び、おままごと、外出など様々です。通所日

数は一人ひとり上限が決められており、障がいの程度や家庭環境に

基づいて自治体が決定します。利用者の社会経験の幅を広げるため、

地域のイベントや行事に積極的に参加し、交流を図っています。 

放課後等デイサービス るぴなす五条大橋 

児童館に近い雰囲気で気軽に通える場を目指し

ています。子どもたちが自由に過ごせる空間作り

を意識し、伸び伸びと過ごしてもらっています。子

どもたちが社会とつながる場面が少ないため、

地域の行事に参加させてもらえると嬉しいです。 

受け入れてもらえそうな場所があれば教えてくだ

さい！ 

場所：東山区宮川筋 8丁目 

438北井ビル３F 

TEL：075-585-5938 

～区内の事業所紹介～ 
 

インタビュー 

しました！ 

清
水
五
条
駅 

こころの病に向き合い、前向きな生き方を目指してこられた方にご自身の体験談を

お話いただきます。 

  

  

 

 無料 

 

 

日時：令和５年１０月３１日（火）  １４：００～１５：００ 
場所：やすらぎ・ふれあい館 

定員：30名（先着順） 

申込：10月 24日（火）まで  電話またはメールにて受付。 

Tel：551-4849 Mail：higashi@kcsw.jp 

  

 

こころの健康を考える講座 

mailto:higashi@kcsw.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行者 社会福祉法人京都市東山区社会福祉協議会  

       東山区ボランティアセンター 

協力   東山区地域支え合い活動創出コーディネーター 

〒605-0863 京都市東山区五条通大和大路 

東入５丁目梅林町５７６－５「やすらぎ・ふれあい館」 

☎ 075-551-4849 FAX 075-551-4858 ホームページ インスタグラム 

障害のある方の入浴のお手伝いをしませんか？ 

障害児者デイ銭湯事業 

 

障害のある方に貸切の銭湯でお

風呂に入っていただく取り組み

です。対象は軽度の知的障害の方

や身体障害の方など様々です。 

 

ボランティア未経験の方でも大歓迎です。 

興味・関心のある方は東山区社会福祉協議会まで 

TEL：551-4849 mail:higashi@kcsw.jp 

 

日時：毎月第４土曜日 10：00～12：00 

場所：大黒湯（東山区山城町 284） 

【陶芸体験教室の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市立東山総合支援学校 

東山総合支援学校は、地域の方との協働活動や、校内での授業、職場体験実習など様々な経

験を通して、コミュニケーション力など働くために必要な力を育み、卒業後の企業就労を目

指す高等部の総合支援学校です。生徒は市内全域から通っています。 

 
食品、コミュニティ、東山、養正の４つの学習グループに分かれて、 

カフェ、野菜栽培、陶芸体験教室、近隣の観光案内などを行っています。 

お問合せ：京都市立東山総合支援学校 

（京都市東山区妙法院前側町 441 番地） 

TEL０７５－５６１－３３７３  

【カフェしゅうどう】 

10:00 開店 

営業日は学校ホームページ 

にてご確認ください。 

 
 

【ぽかぽかマルシェ】 

学校で育てた無農薬野菜 

を販売しています。 

ミニコラム～働くとは何かを考える～ 

先日、障害者の方にとって「働く」とは何かを考える研修会に参加しました。 

就労支援事業所の役割は、障害者の方が一般就労に向けて知識や技術を身につけ、進路選択の幅を増

やすことです。しかし、就労支援事業所から一般就労につながるよりも、「働き口」として事業所に通い続けて

いる方が多いそうです。「働く」ことは単にお金を稼ぐことだけではなく、役割をもって社会とつながることでも

あるというお話があり、福祉としての根本を見直す良い機会となりました。福祉って奥深いですね。 

作： Y・S                                 

障害児者デイ銭湯事業とは？ 

 

着替えのお手伝い 

など 入浴介助 

体温測定 

お話し相手 


